
はじめに

コース概要と目的

入門コースの内容を踏まえ、開発で必須となる機能をご覧いただくコースです。
データを加工する機能（関数、結合）、データを視覚的に表現する機能、分かりやすいユーザインターフェースを作

成する機能について学びます。
入門と応用の両コースをご受講いただければ、App Studioによる開発手法を一通り身に付けることができます。

受講対象

「WebFOCUSアプリケーション開発 入門」を受講された方。もしくは同等の知識をお持ちの方。

製品のバージョン

本テキストで解説しているWebFOCUSとApp Studioは、以下のバージョンを使用しています。

・WebFOCUS 8.2
・App Studio 8.2

研修環境

本コースでは、製品のインストールや環境設定、データベースとの接続の設定なども完了した状態で研修を進行し
ていきます。

研修環境のWebFOCUSと App Studioは、WindowsのUnicode環境（文字コード UTF-8）で構成されていま
す。また、サンプルデータベースはMicrosoft Accessを使用しています。

なお、研修環境では操作しやすいように初期設定を一部変更しているため、研修と同じ環境で開発したい場合は、

アフターサポートサービスの資料をご参照ください。

テキスト中の表記について

画面中に表示される文字の表記
ウィンドウ、ボタン、メニューなど、画面に表示される文字は［］で囲んで表記しています。

画面上に表示される選択肢や、入力する文字については「」で囲んで表記しています。

ディレクトリの表記
本テキストではファイルのパスを表す際、すべてデフォルトのインストールディレクトリを基準に表記しています。

WebFOCUSのインストールディレクトリは「C:\ibi」となります。お客様の環境と異なる場合は、適宜読み替えてく
ださい。

コマンドの構文規約

値 この表記は、ユーザが適切な値に置き換えて指定することを表します。

｛ 値 1 ｜ 値 2 ｜ 値 3 ｝ この表記は｛｝の中から、いずれか 1 つを選択することを表します。

［値］ この表記はその指定が任意に指定できる、オプションの指定であることを表します。
必ずしも指定する必要はありません。
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4.2 条件付き演算

4.2.1 条件付き演算（IF THEN ELSE文）

条件付き演算は条件式に応じて、値を指定する演算です。

IF 条件式 THEN 値1 ELSE 値2

条件式 「項目名  比較子  条件値 」と指定。比較子は下表をご参考ください。

値1 条件式を満たすときの値を指定

値2 条件式を満たさなかったときの値を指定

比較子 意味 比較子 意味

EQ 等しい （EQUAL） AND かつ

NE 等しくない （NOT EQUAL） OR または

GE 以上 （GREATER THAN OR EQUAL） NOT ～でない

GT より大きい （GREATER THAN）

LE 以下 （LESS THAN OR EQUAL）

LT 未満 （LESS THAN）

ELSEの後ろにさらにIF THEN ELSEと続けて指定することもできます。

IF 条件式1 THEN 値1 ELSE IF 条件式2 THEN 値2 ELSE 値3
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関数と演算

例題1   条件付き演算（IF THEN ELSE）

sales.masを使用して、レポートに「原価割れ」という項目を追加します。

IF THEN ELSE文を使用して、粗利が正の値の場合は「○」、負の値の場合は「×」と表示してみましょう。

1 作成済みのプロシジャを編集します。

プロシジャREI401をダブルクリックし、レポートキャンバスを起動します。
sales.masの年、商品名に［BY］、売上、粗利に［SUM］が指定されています。

なお、選択条件で得意先番号は「0001」のみに絞り込まれています。

2 粗利の右側にカーソルを配置し、［データ］タブの［一時項目(COMPUTE)］をクリックします。
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3 ［一時項目(COMPUTE)の作成］ウィンドウで、以下のように指定します。
　［名前］：原価割れ　［フォーマット］：A1

4 下部のボタンから以下の演算式を指定し、［OK］ボタンをクリックします。

　演算式：IF 粗利 GE 0 THEN '○' ELSE '×'

Tip

演算式は手入力でも指定できます。その場合は、修飾子を省略できます。
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関数と演算

5 実行して結果を確認します。
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5.2 変数の活用

5.2.1 変数の活用

前述のとおり、変数は選択条件だけでなく様々な箇所に指定できます。
例えば項目を変数化して、ユーザーがレポート実行時に自由に項目を選択できるようにすることも可能です。

項目の変数化（ガイデッドアプリ）

BY項目のソート順の変数化

表示/非表示の設定の変数化
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変数と処理フローの制御

5.2.2 ガイデッドアプリの作成

項目を変数化すると、ユーザーがレポート実行時に自由に項目を選択できるようになります。
WebFOCUSでは項目を変数化したアプリのことを、ガイデッドアプリと呼んでいます。

例題2   ガイデッドアプリの作成

BY項目を変数化し、ユーザーが実行時に項目を選択できるアプリケーションを作成します。

Webページには、BY項目の順序の入れ替えができる入力コントロールを作成します。

1 作成済みのプロシジャを編集します。

プロシジャREI502をダブルクリックし、レポートキャンバスを起動します。
sales.masの年、地区名、大分類名に［BY］、売上に［SUM］を指定します。
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2 年、地区名、大分類名を選択状態にし、［データ］タブの［パラメータグループの生成］をクリックし、［選択し
たフィールドすべてで1つの変数］を選択します。

Tip

［選択したフィールドすべてで1つの変数］は、項目を選択するための入力コントロールを1つ作成します。
［選択したフィールド1つにつき1つの変数］については、章末付録 p.5-45『［選択したフィールド1つにつき1

つの変数］の使用方法』をご参照ください。

3 年、地区名、大分類名のいずれかを右クリックし、［変数フィールドの編集］を選択します。
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変数と処理フローの制御

4 ［ガイド付き変数定義］ウィンドウで、変数名を変更します。
［名前］を「BY1」に変更し、［OK］ボタンをクリックします。

5 実行して結果を確認します。

リストボックスで任意のBY項目を複数選択できるレポートが出力されます。

Tip
オートプロンプトでは、レポートに表示する項目を選択できますが、その表示順を変更することはできません。
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6 作成済みのHTMLファイルREI502を編集します。
［リクエストとデータソース］パネルの［新規作成］の右側の▼ボタンをクリックし、［リクエスト -> パラメータ］を

選択して、［ファイルを開く］ウィンドウで「REI502.fex」を選択し、［OK］ボタンをクリックします。

7 ［リクエストとデータソース］パネルの「REI502」をキャンバスにドラッグ&ドロップします。
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8 ダブルリストコントロールが追加されます。

9 ダブルリストコントロールを選択し、［設定］パネルで年の［選択済み］のチェックボックスを外します。
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10 実行して、結果を確認します。
BY項目の順序の入れ替えができるようになりました。
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